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年　頭　所　感

皆さん、新年おめでとうございます。
昨年２月、大日本蚕糸会に蚕糸絹業提携支援センターが設置され、緊急対策事業が発足し

てから早くも１年近くが経過しました。事業の立ち上がりの時でもあり、若干のとまどいや
試行錯誤があったりして、関係の方々にはいろいろご迷惑をかけたことと存じます。
しかし、幸い関係の皆さんのご熱意によって、提携案件の数が増え、また、提携に向けて

の諸々の相談を受ける回数が増えるにつれて、諸問題への対処方法も普遍化できつつありま
す。また、純国産絹マークをつけたいという要望も数多く寄せられ、順調に動き始めました。
補助金を財源としない大日本蚕糸会プロパーの助成事業も拡充を図りました。ようやく布石・
配置などが終わるとともに、一部戦闘も開始され、まずまず序盤戦は終わったということと
ころでしょうか。
いよいよ今年からは中盤戦にさしかかります。勝負の分かれ目となる重要な時を迎えるの

です。とかく２年目というものは、初期の緊張感がゆるんでたるみがちになる時期ですが、
あらためて締めるものをしっかり締めて、頑張るという決意を新たにしています。この時期
を実りあるものにしていかないと、いかに終盤の寄せの力が強くても勝ちきることはできま
せん。一夜漬けでの試験勉強でうまくいかないことは経験済みです。
一方、長考をしている時間もありません。緊急対策事業には終期があり、持ち時間は限ら

れているのです。持ち時間の中で、今年の干支の牛のごとく着実に歩をすすめ、勝ちに向か
って進んでいかなくてはなりません。
我々は、蚕糸絹業の皆さんのいわば負託を受けて仕事をしていると言っても過言ではない

と思います。惰性で仕事をするのはやめましょう。創造力を発揮し、いいことはどんどん実
行していきましょう。
今日、世界的規模での景気後退、消費の冷え込みなど予期しなかった厳しい状況に直面し

ています。しかし、一方において、国産品を高く評価する傾向、トレーサビリティ重視の傾
向は、きわめて顕著になっています。このような消費性向を追い風にして、勝負をかけてい
こうではありませんか。

いよいよ中盤戦にさしかかった

（財）大日本蚕糸会
　会　頭　髙　木　  賢
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提携支援センターから

「男のきもの」は特徴ある蚕品種「プラチナボーイ」

当提携支援センターが本年３月 31日に承認した提携グループ ｢ “絹を未来に” プラチナボーイ研究会 ｣の事

業は、現在、順調に展開しているとのことで、今回、株式会社銀座もとじ　代表取締役社長　泉
もと じ

二弘明さんに

インタビュー取材を行い、その活動状況を語っていただきました。

「男のきもの」を銀座に根ざしたご本人、
泉二社長は、銀座４丁目にすでに４店舗、
本年大阪に１店舗を開設し、純国産絹織物
を適正価格で販売しています。
泉二社長は、奄美大島の出身。体育教師

を目指して、上京しましたが、体を壊され、
道半ばで断念。「上京の時、私が高校１年
の時、亡くなった父の形見である「大島紬」
を母親が持たせてくれました。この大島紬
に袖を通した時、父の思いを受け継ぎ、き
もの販売が自分の仕事」との気持ちを強く
抱かれたとのことです。
呉服店をやるのであれば、「銀座で」の

意思を持ち、31歳で独立。
銀座で 5.8 坪の小さなお店を開設した時

は、「やったー」と小躍りしたといいます。
「お土産なし、観光・接待なし、バーゲ
ン・値引きなし」で、いつも適正価格でき
ものの販売を始めました。「女性の支持を
受け」自分の信念で販売体制を確立してき
ました。
また、2001 年、銀座で「紬戦争」が勃

発しました。銀座の呉服店各社が紬を置い
て、販売競争となりました。真っ先に紬の
反物を揃え、販売していた銀座もとじは、
お客様のニーズをつかむことが大切と考え
ました。
そこで、全国の呉服店３万店のほとんど

は、女性のきものの販売店であることに着
目。人口の半数は男であり、男のきものを
販売する呉服店があるべきと社長自ら「洋
服をすべて捨てて、きもの着用」を決意し、
男のきものを作り販売することとしました。
他のお店と同様なことをやっていると

「銀座では生き残れない」信念が、特徴あ
る「男のきもの」「適正価格販売」等に繋
がっています。

お店での蚕飼育と「銀座の柳染」
泉二社長の御子息が小学生の時、「お父

さん、きものは何から作られるの？」との
素朴な質問がきっかけとなり、「銀座のお
店での蚕飼育」となりました。
当時、銀座で蚕を飼育するなど、大変珍
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しいことで、いくつかのメディアが取り上
げてくれ、連日、多くの蚕を見る人々で溢
れ返っていたとのことです。「お店の商品
をすべて片付け、蚕を飼育する場所とした
ため、利益など生まれるはずがなく、今思
えば、馬鹿な事をした」と苦笑されます。
でも、その経験が「自分のきものの原点を
知った」といいます。
また、「銀座の柳」と歌われるように、

有名ですが、この柳は年 1回、剪定される
とすべて捨てられていました。これを見た
泉二社長は、「柳を草木染めの原料となら
ないか」と考え、試行錯誤の結果、「柳染
め」が出来上がりました。そして、この銀
座の柳を使って草木染めの課外授業を、地
元の泰明小学校の児童の体験学習の一環と
して、すでに 10 年以上、指導に当たって
います。

「プラチナボーイ」との出会いと提携シス
テムの確立
プラチナボーイを知ったのは、一緒に提

携システムの一員となっている「㈱マルシ

バ」からのお話でした。
「怖いもの知らず」の泉二社長。即断即
決でした。店を持った時からの夢の一つで
ある「繭・生糸から絹織物の商品化」の実
現が可能になると考えました。
「利益を追い求めるのではなく、夢の実
現。ロマンがある。」と思われたそうです。
プラチナボーイの繭、そして生糸を全量買
い取って商品化することとしました。損す
るかもしれないとの危惧もありましたが、
「顔の見える商品つくり」の一つとなりま
した。
提携グループを作ることは、養蚕農家の

生き残りにつながると考えています。今ま
では、農家が作った繭がどのような絹織物
になるのか、わかりません。しかし、グル
ープ内で、商品化までの意見交換をしてい
くことにより、繭の商品化が見え、農家の
方々に喜んでいただいています。
“作ればよい時代からトレーサビリティ

の明らかな時代” のきもの販売となってき
ました。
「プラチナボーイの商品は、利益は与え
てくれないが、ロマンを与えてくれる」と
いいます。そして、多くの人に好評を得て
います。プラチナボーイのきものは、軽く、
光沢があり、素材の良さが存在感にもつな
がる、と愛好する方も増えお客様の喜びの
声が増し、商品に対する評価も高くなって
います。
男のきものは、ここ１、２年ブームとな

っています。規模は小さくとも成功した商
品は、販売量が伸びています。特徴ある絹

インタンビューの写真（泉二社長）
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織物つくりが必要であり、そのためには、
養蚕農家の繭つくりから、絹織物に従事す
る職人のもの作りに対する考え方を変えて
いく必要があります。“いいものを作ろう”
という、努力が大切です。
泉二社長は他にはない独自性を持ち、自

信を持って販売できるものづくりを重視し
ています。提携システムの事業展開がこれ
を可能にしました。

今回、プラチナボーイで、結城紬を作り
ました。作業を見ていただくため、結城紬

の織手さんが、銀座で実演を行いました。
サラリーマンなど多くの通行人が、足を止
め、食い入るように見つめていました。関
心の高さを見て、実演者（上野さん）は、
より自信を深め、より良い絹織物の提供に
努めたいと決意を新たにしたといいます。
「これらは、プラチナボーイによって与
えてくれたもの」と泉二社長は、感謝して
います。
洋服を着つくした人は、きものを着ます。
この美しいプラチナボーイの商品も長く

続けていきます。

プラチナボーイ使用の結城紬
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支援センター活動日誌№ 4（H20.11.1 ～ H20.12.31）

年月日 活　動　内　容　等

20.11.5
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業説明会等
（長野県下諏訪町）

20.11.21
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業説明会等
（長野県飯田市）

20.11.25
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業及び
財団法人大日本蚕糸会蚕糸絹文化活性化推進事業の推進に係る会議（東京都有楽町　蚕糸会館）

20.11.27 ～
20.11.28

蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業説明会等
（宮城県及び福島県）

20.12.10
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業に係る蚕種の打合せ
（茨城県つくば市）

20.12.18
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業に係る蚕種及び養蚕資材の打合せ
（長野県松本市）

20.12.19 ～
20.12.20

蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業説明会等
（愛媛県西予市）

緊急対策の実効を確保する活性化事業説明会
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純国産絹マーク使用許諾について（平成 20年度第３次分）

社団法人日本絹業協会

純国産絹マークの第３回審査会を 10月 31 日（金）に開催しました。今回、10社（うち、生産履歴の追　

加申請が３社）から申請があり、審査委員会で審査した結果、下記のとおり 10社に対し、11月６日（木）付

けで純国産絹マーク使用許諾する旨を通知しました。

この審査会は、9月 12日の第 2回開催 ( 第２次許諾者は 16社、ただし追加分１社を含む。) に次ぐもので、

この結果、本年度の純国産絹マーク使用許諾者は、合計 35社となります。なお、第 1次分の使用許諾内容は「本

誌№ 2」p4～ 5を、第 2次分については「本誌№ 3」p7～ 10をご覧ください。

記

純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

 生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

株式会社むらかね
　代表者名  村井　謙一
青森県八戸市廿三日町 43-1
（担当者：村井謙一）
℡ 0178-44-1666

表示者登録番号 ０２９

後染反物
 （色無地） 30 反

繭生産   茨城県南地区養蚕農家
製　糸   碓氷製糸農協
製　織   三共織物（株）
染　色   小林染工房又は ( 株 ) 菱健
制作企画　（株）丸上
意　匠    自社

株式会社高島屋
　代表者名　鈴木　弘治
東京都中央区日本橋 2丁目 4番 1号
（担当者：鈴木弘治）
℡ 03-3211-4111

表示者登録番号 ０３０

後染反物
（振袖）

（七五三着物）
長襦袢地

250 枚
300 枚
200 反

繭生産    那須南農協管内養蚕農家
製　糸    松岡（株）
製　織    美雲織物（株）、（株）竹
　　　　　林、（株）松浦絹織、 河
　　　　　藤（株）、豊織物（株）
染　色　（株）千總

株式会社さが美
　代表者名  小野山　晴夫
横浜市港南区下永谷六丁目 2番 11 号
  （担当者：小野山晴夫）
℡ 045-820-6000

表示者登録番号 ０３１

後染反物
（冬用黒紋付）
（夏用黒紋付）

300 反
300 反

繭生産　ＪＡ新田郡
　 　　　管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織     （有）両輪産業、
　　　　 小熊機業（有）
染　色     （株）橘一

有限会社まるけい
　代表者名  高井　友樹
静岡県富士市吉原 2丁目 3番 23 号
（担当者：高井友樹）
℡ 0545-52-0688

表示者登録番号 ０３２

後染反物
 （色無地） 30 反

繭生産   茨城県南地区養蚕農家
製　糸   碓氷製糸農協
製　織   三共織物（株）
染　色   小林染工房又は ( 株 ) 菱健
制作企画　（株）丸上
意　匠    自社



シルクレポート  2009.1 7

純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

 生産履歴の内容
（提携養蚕農家・企業等）

有限会社特選呉服専門店　後藤
　代表者名 後藤　義昭
 青森県むつ市小川町 2-7-15
（担当者：後藤義昭 )
℡ 0175-22-2647

表示者登録番号 ０３３

後染反物
（色無地） 30 反

繭生産 　 茨城県南地区養蚕農家
製　糸    碓氷製糸農協
製　織    三共織物㈱
染　色    小林染工房又は ( 株 ) 菱健、
制作企画　（株）丸上
意　匠     自社

株式会社小いけ
  　代表者名 小池　泰弘
山形県鶴岡市本町 1-8-43
（担当者：小池泰弘 )
℡ 0235-22-3215

表示者登録番号 ０３４

後染反物
（色無地） 30 反

繭生産    茨城県南地区養蚕農家
製　糸    碓氷製糸農協
製　織    三共織物㈱
染　色    小林染工房、( 株 ) 菱健、
　　　　　駒匠藤本
制作企画　（株）丸上
意　匠    自社

株式会社伊と幸
　代表者名 伊藤　公一
 京都市中京区御池通室町東入ル
　　　　　　　竜池町 448 番地の 2
（担当者：伊藤公一 )
℡ 075-211-2361

表示者登録番号 ０３５

後染反物
（色無地） 1110 反

企　画　自社
蚕品種　松岡姫、上州絹星
繭生産 　山形県・秋田県・群馬県
　　　　 養蚕農家
製　糸　松岡 ( 株 )、 碓氷製糸農協
　　　　 ( 株 ) 宮坂製糸
製　織　河芳織物（有）、羽賀恒明
   　　　  白数織物（有）、織処丸重
染　色　（有）高山染巧

絹小沢株式会社
　代表者名  小林幸夫
群馬県高崎市問屋町 3-5-3
 （担当者） 土井芳文
  ℡ 027-361-2311

表示者登録番号０２１
    （生産履歴の追加）

胴裏 1200 枚
企　画　日本蚕糸絹業開発（協）
繭生産　 熊本県養蚕農家
製　糸     碓氷製糸農協
製　織    （株）カブト
精練加工    ( 有 ) 江島屋染工場
販　売　（株）鶴屋百貨店

有限会社　樹
　代表者名 須藤　勲
秋田県横手市婦気大堤字婦気７番地
 （担当者：須藤　勲）
℡ 0182-32-2378

表示者登録番号 ０１０
　　（生産履歴の追加）

後染反物
（色無地） 50 反

繭生産　茨城県南地区養蚕農家
製　糸　碓氷製糸農協
製　織　三共織物㈱
染　色　染工房喜々
制作企画（株）丸上
意　匠　自社

２１世紀の絹を考える会
 　代表者名　石田克己
 京都府城陽市寺田桶尻 12-3
  （担当者）石田克己
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蚕品種　 あけぼの
繭生産　ＪＡみなみ信州管内
　　　　 養蚕農家
製　糸     碓氷製糸農協
製　織     山口織物 ( 株 )、羽賀恒明、
　　　　 江口機業 ( 株 )
染　色　 （株）寺川染工場 、（株）
　　　　 トキワ商事、きものと帯
　　　 　ふく田 、（株）染の百趣
　　 　　矢野 、（有）大竹商店、
　　　　 （株）京都紋付、
      　　    （株）染と繍　きだ
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“素材の差別化” が求められる時代となり、
絹も「純国産絹マーク」ができ、消費者にアッ
ピールできることは、画期的なことと考えます。
今、世界経済は、不況感ただよい、着物業界
の先行き不安があります。糸商は、保有する生
糸を高額で仕入れし、現在、値下げして販売し
ている状況です。生糸の評価損が発生し、大き
な痛手となっています。不況は、いたるところ
に影響を与えています。

養蚕農家との対話を通して
コーディネート活動の一環として、福島県下
のいくつかの JA と協議を行っています。その
中で、いくつかの課題が見えてきました。
第一に、「産地の繭生産量の減少」です。産
地の繭の小ロット化により、繰糸段階では、い
くつかの産地の繭を混繰せざるを得ない状況と
思っています。その結果、繭の品質が均一とな
らない場合が発生し、繊度ムラ及び染色ムラが
生じることとなると危惧しています。
繊度ムラのある生糸は、機屋は引き取りしま
せん。
できることであれば、同一農家で、希望する
一定量の繭生産が可能な対応を行っていただき
たいと考えます。同一農家が、同一蚕期に生産

すれば、その繭の品質は、均一化されると思っ
ています。

素材からの差別化を図る
最近、プラチナボーイ、小石丸、三眠蚕など
特徴ある蚕品種を活用した純国産絹製品つくり
が、多くみられます。素材から差別化した商品
が販売促進につながっている事例といえます。
今、絹製品商品群は、多様化する傾向にあり
ます。小ロット多品種に対応したものつくりに
なります。機屋サイドでは、既にこの対応に動
いています。私は、このものつくりにおいて、
川上と川下の橋渡しを行うのが、使命と感じて
います。
私は、蚕品種の素材の差別化に加え、繰糸、
撚糸各段階の差別化を総合的に付加することに
より、出来上がった絹織物は、より消費者にそ
の差が見えてくると思っています。当然、従来
の商品より高額となってきますが、販売先を特
定（呉服NCや大手呉服小売店）するなど、販
売戦略を含め、消費者のニーズに合った対応を
行っていこうと思っています。
不景気になるほど、絹織物は販売先を確保し
て製造にかかることとなります。糸商は、生糸
保有に対するリスクは持てても、絹織物のリス

川上と川下の橋渡しが使命
－コーディネート活動とその実績－

コーディネーター活動の紹介②

株式会社　深田商店
取締役専務     深　田　祥　二
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クまでは、負担が大きい状況です。また、織物
問屋などと連携して、在庫リスクを担う体制を
確立する必要がありますが、資金力が課題とな
ります。販売先を確保しておくことにより、在
庫リスクの軽減が図られることとなります。

生産履歴の明らかな商品つくり
前述の通り、差別化して成功した事例はいく
つかあります。食品のトレーサビリティは、そ
の典型的な例でしょう。また、カシミアも同様
です。カシミアは、廉価量販店でも売る時代で
すが、一般の消費者は、従来からのカシミアに
対して持つイメージを保持し続けています。今
では、希少価値から肌触りの良さなど品質にこ
だわりを持った商品の提供となっています。
絹織物も同様に、生産履歴が明らかな商品つ
くりが可能となってきました。純国産絹マーク
は、生産者明記です。消費者に情報開示・提供が、
どのような商品でも重要でしょう。消費者のニ
ーズに合った商品の提供をしていく所存です。

純国産絹マークで消費者に安心感を
純国産絹マークは、いくつかのグループで既

に申請・認可されています。絹織物が製造され、
今年春には、多くの純国産絹マークが添付され
た絹織物が、消費者の目につく小売市場に並ん
でいると思います。このとき、このマークが、
どの程度注目を浴びるか、また、消費者に受け
入れられ、販売に結びついていくか、が問われ
るときといえます。
蚕種会社・養蚕農家・製糸業者・絹織物製造
業者・小売業者などの一貫した販売体制を確立
したいと努力しています。
JA、 養蚕農家との話し合いも続けています。

「飯でも食っていけ」と農家の皆さんにいわれ、
お互いに意思が通じ合うと信頼感も高まりまし
た。
今、多くの関係者の協力を得て、優良な繭の
提供を受け、特徴ある繰糸方法で生糸をつくり、
「純国産絹織物」の製造のスタート地点に立ち
ました。
「一般消費者の理解を得た純国産で商品の安
心感のある特徴あるものつくり」を目指して、
これからもコーディネート活動を行っていきた
いと考えます。今後とも、ご支援、ご協力お願
いいたします。

純国産製のきもの (( 株 ) 織匠田歌提供 )
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今月の話題

現在、蚕糸・絹業提携支援センターでは、

提携グループによる純国産絹製品のモノづ

くり及びその販売収益により繭代を養蚕農

家へ支払う提携システム化の取組みが行わ

れており、国内各所で繭品種に特徴あるも

の、繭保存法や繰糸及びその加工方法等に

特徴のある純国産絹製品の開発が進んでい

ます。

このような中、さる 11 月 17 日に貞明

皇后蚕糸記念科学技術研究助成を受けて行

っている「太繊度低張力糸の商品化に関す

る総合的研究」の中間検討会を蚕糸会館で

開催しました。本研究会は、蚕糸科学研究

所を中心とし、新しい糸づくりに関するハ

ード及びソフト面の技術開発を行ったうえ

で、織編物メーカー等の協力のもと商品開

発チームを構成し、国産繭による純国産絹

製品の商品開発を行っており、今年で 2年

目となります。

太繊度低張力糸（「ふい絹」と称する）は、

次に掲げるように、繭の糸がもつ本来の機

能、特性をそのまま活かして製品化するこ

とを目標に開発してきました。

　○太糸；繭糸 1本は、ミクロフィブリル

という超極細繊維からできており、そ

の繭糸を束ねることにより、極細の機

能とそれを束ねた太さの特性を活かす

　○低張力；繭糸 1本当たり 0.4g 以下の

繰糸張力で糸を挽くことにより、繭糸

のもつクリンプを残しその特性を活か

す

　○絡み；綿甲冑等鎧に使われた真綿のよ

うに、糸の絡みによる強さの機能を活

かす

　○セリシンを残す；セリシンのもつ吸湿、

保湿等の機能を活かす

　○無撚り；撚糸は最小限とし繭糸の風合

い等の特性を活かす

一方、現在「ふい絹」は、フィッシング

アップ繰糸法あるいは攪拌繰糸法等の低張

力繰糸法によって生産されており、ともに

「ふい絹」による商品開発の取組み
―中間検討会の概要―

（財）大日本蚕糸会　蚕糸科学研究所
上席研究員　清水　重人
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前記に掲げた特徴ある機能をもっている

が、繭からほぐれるときに出る綿状の節や、

太さのむらの発生があり（これらも繭糸の

もつ本来の特徴である）、従来の生糸によ

る商品の規格水準からすると欠点要素とな

り、従来の生糸・絹に対する既成概念から

だけでは商品化を難しくしている面があり

ます。そこで、商品化チームには、節やむ

ら等の特徴を含めた「ふい絹」の特徴を理

解していただいた上で、知恵とアイデアに

より商品アイテムを考案し、商品開発に取

り組んでいただきました。その結果、以下

に示す様に「ふい絹」の特徴を活かせる商

品化アイテムの方向付けやそのための糸の

加工方法等が明らかになってきました。

　○光沢、染色性、かさ高性に従来の生糸

とは違う特徴がある

　○織物では、特に帯やデニム地で特徴を

出しやすい

　○ニットでは、セリシンの残し加減、ビ

ーティング処理やカバリングなどの加

工方法等を工夫することにより、柔ら

かさとボリューム感や膨らみ等の風合

いに特徴をだすことができ、ソックス

やインナーからアウターまで広範囲の

ニットへの展開が期待できる。

　○パソコンコントロールによる節を特徴

とした「玉のれんふい絹」等は、装飾

デザインとしての活用が期待できる

　○手芸用の特徴あるシルク素材として活

用できる

このような知見をもとに、20 年度は 11

チームによる商品化取組みが行われてお

り、今回の中間検討会では各チームによる

商品開発進捗状況や提携システム化への移

行の可否及び移行における問題点等につい

ても報告をしていただきました。その中で、

特徴ある商品化 6チームの取組みの状況に

ついて試作商品の写真等を紹介します。糸

の概要、特にその加工方法等チームのノウ

ハウにかかわる詳細については省略しまし

た。これらの作品および他のチームの商品

試作品については、平成 21 年 2 月 3 ～ 5

日に行われる日本絹業協会主催の純国産シ

ルク企画製品展への出展を予定・計画して

います。

今回の中間検討会で、委員の中から提携

化のためには、原糸価格を設定する必要が

あるとの指摘を受けました。そこで、今後

主流になると予測される「ふい絹」の種類

と生産量をふまえ、糸づくり及び加工工程

における設備等生産ラインについて関係者

で検討し、早急に価格設定への対応を進め

たいと考えております。また、糸づくりの

完成度をさらに高めるため、関連技術の確

立を図っていきたいと考えています。
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チーム名：( 株 ) マルシバ
糸の概要：1000d、精練無し
アイテム：能州紬による名古屋帯 

チーム名：東北撚糸 ( 株 )
糸の概要：200d、歩練り他
アイテム：デニム紳士服

チーム名：匠グループ
糸の概要：200d、歩練り、カバリング他
アイテム：プリントニット、婦人服地

チーム名：( 有 ) ミラノリブ
糸の概要：800d、歩練り、カバリング
アイテム：ニットカーディガン・プルオーバー

チーム名：天然藍匠同人
糸の概要： 500d、精練無し
アイテム： シルクジーンズ

チーム名：ぐんま絹行グループ
糸の概要：玉のれんふい絹
アイテム：コメット編スカーフ他



シルクレポート  2009.1 13

国内情報

１．はじめに
紡績工場として始まったカネボウ化粧品

（旧鐘紡）は、1908 年に絹糸部門に進出し、
シルクの仕事を始めて今年でちょうど 100
年がたちます。今回ご紹介するシルクパウ
ダーも使用され始めてから 30 年以上が経
つ素材です。
シルク素材は、その高い染色性や吸湿性・

放湿性といった機能とともに、美しい光沢
や高級感・風合いなど、私たちの生活を豊
かにしてくれるという特性をあわせ持って
います。化粧品も同様に、女性にとっては

肌を守ってくれたり、身だしなみであった
りという生活必需品であるとともに、気持
ちや対人関係などにも影響をするものであ
ると考えられています。共通点も多いこの
特性を生かして、シルクは化粧品の素材と
して研究されてきました。今回は、当社で
開発されてきたさまざまなシルクパウダー
について、その特徴とともにご紹介させて
いただきます。

２．球状シルクパウダー
～肌との親和性が高く肌触りの良い天然由
来パウダーとして～

㈱カネボウ化粧品
製品開発研究所

佐野　章子

化粧品におけるシルク素材の応用について
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シルクは肌との親和性が高く、衣類では
保温性・吸湿性・通気性などが良好な点か
ら、長い間親しまれてきた素材です。そこ
で、これを化粧品に配合できるパウダーに
するため、シルクの繊維を粉砕して粉末状
にするなどの研究がなされてきました。し
かし、この方法だと粒子の大きさが不ぞろ
いになったり、形がなめらかにならず、独
特のシルキーな感触は得られませんでし
た。カネボウ化粧品ではシルクを粉砕する
のではなく、フィブロイン水溶液からシル
クパウダーを再結晶化ることにより、不純
物が少なく、球状であるためにすべりが良
く、マイルドな肌触りのシルクパウダーを
作ることに成功しました。（図１）

３．空気と水分を含む多孔質シルクパウダー
　～機能性の向上にむけて～
このような風合いに優れ、さらさらした

好感触を有するシルクパウダーはファンデ
ーションなどの製品に広く応用されてきま
した。
しかし、衣料におけるシルクの特性は、

すべりや肌触りだけではなく、吸湿性や保
温性などによる快適さがあります。そうし
た機能を持たせるため、多孔質のシルクパ
ウダーが出来上がりました。多孔質とは、
たくさんの穴が開いているという意味で
す。
これはまず、先ほどの球状シルクパウダ

ーの製造工程の途中のフィブロイン水溶液
に炭酸塩を添加し、炭酸塩が分散した状態
でシルクパウダーを析出させます。そうす
ると、パウダー中に炭酸塩が取り込まれた
状態になります。次に酸処理によって炭酸
塩を取り除くと、その部分に細かい穴があ
いた構造ができるというものです。（図２）
この多孔質シルクパウダーの機能を実際
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に測ってみたものが図３です。
よく使われている化粧品原料と比較した

ものなのですが、左の図が吸湿性です。湿
度 70％の湿った空気中にパウダーをおい
ておくと、多孔質のシルクパウダーのほう
が、時間がたつと水分を含んで重くなって
いくことがわかります。
右の図は保温性で、パウダーを 80℃に

加熱してから、放冷したときの温度の下が
り方を見たものです。多孔質のシルクパウ
ダーのほうが時間がたっても冷めにくく、
保温性があることがわかります。
この性質からこのパウダーは、乾燥から

肌を守る素材として秋冬用ファンデーショ
ンに応用されました。

４．水分でべとつかない、さらさらすべす
べシルクパウダー
～さらに快適さを求めて～

シルクパウダーはさらさらした好感触を
持っていますが、水分を吸うという利点が
ある半面、汗などの水分を吸った後は、べ
たついてしまうことが欠点となっていまし
た。
ところが、従来のシルクパウダーに対し

表面制御（不溶化）と形状制御（軟凝集構
造化）を両方行うことによって、水分でも
べたつかず、さらさら・すべすべ感触が持
続する新しいシルクパウダーが得られるこ
とがわかりました。
シルクパウダーの表面を不溶化すると、

写真１のように表面の結晶化が進み、緻密
な構造が出来上がります。
つぎに、スプレードライ処理により軟凝

集を形成させます。スプレードライとは粉
末食品や洗剤などによく利用されているも
ので、高温の気流中に液体を噴霧して瞬時
に乾燥する方法です。この方法で不溶化し
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たシルクパウダーを処理すると、中が中空
で軽く、さらに緩やかな力で崩れる柔らか
い塊（写真２）ができます。大きな粒子に
なるので、初めはすべりがよく、転がりな
がら細かくなって肌に付着してゆきます。
これによってさらさら・すべすべの感触が
得られるのです。
図４は、こうして出来上がったシルクパ

ウダーの感触のすべすべ感を摩擦感テスタ
ーという機械で比較してみた結果です。縦
軸は摩擦の度合いを表しており、数値が小
さいほどすべすべ感が高いことを表してい
ます。従来品もすべりは良いのですが、ス
プレードライ処理をした新しいシルクパウ

ダーはこれよりもすべすべ感が高いことが
わかります。
また、図５はこのパウダーの吸油性です。

パウダー 100 ｇがどのくらい油を吸うか
を測ったもので、新しいシルクパウダーの
ほうが油分をよく吸うことができることが
わかります。このことから、汗や皮脂が肌
から出てきたときに、それを吸ってさらさ
らに保つことができるのです。
この特性を応用することによって、べ

たつきを防いで快適肌を維持する春夏用フ
ァンデーションを実現することが出来まし
た。
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５．天然色素染色シルクパウダー
～色の魅力へのアプローチ①～
メイクアップ化粧品（口紅やアイシャド

ウなど）の魅力を左右するのは、なんとい
ってもその色ですが、色をつくる材料のひ
とつに天然色素があります。
天然色素は魅力的な色合いを持っていま

すが、水や油に溶けやすく、ＰＨや金属イ
オンなどの影響で色調再現性が悪いなど、
実は化粧品にとっては配合が難しいもので
す。これを、魅力的な色合いのまま安定に
配合するために、シルク繊維の染色性の良
さを利用した染色シルクパウダーの開発が
始まりました。
方法は、先にご紹介した多孔質のシルク

パウダーの構造を利用して、繰り返し染色
していく方法です。多孔質であるため高濃
度に染め上げることができ、また、高純度
のフィブロイン水溶液から作っているため
に、染色を妨害する金属イオンなどの不純

物が少なく、染着性を高めることができま
す。
色素抽出や染色・色合いに関しては、古

代色彩史の権威である前田雨城先生のご指
導をいただき、日本の古代三大植物色素で
ある、くちなし・紫根・紅花色素染着シル
クパウダー（写真３）が開発されました。
このように、シルクの技術と古代染色の

技術の融合によって、不安定な天然色素を
安定で化粧品にも配合しやすい素材にする
ことができました。
　

６．金コロイド染色シルクパウダー
～色の魅力へのアプローチ②～
同様な技術の応用で、いろいろなシルク

複合パウダーを作ることができます。
たとえば、ベネチアングラスの赤は金の

超微粒子が発色していることをご存知の方
も多いと思います。これを応用したものが、
金コロイド染色シルクパウダーです。
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シルクフィブロインの透析後の溶液に金
ヒドロゾルを混合すると、写真４のような
淡赤紫色のパウダーが得られます。これは、
金の超微粒子による発色であるため、変色
や退色がありません。

７．シルクによる酵素の固定化
酵素の固定化・・などというと難しいイ

メージをお持ちの方もいらっしゃると思い
ますが、江戸時代に庶民が銭湯で使ってい
た「ぬか袋」にはその米ぬか中に酵素であ
るリパーゼが含まれていたという説がある
ほど、身近なものです。
化粧品では、古くなった角質を取り除く

作用があることから、洗顔料に配合する研
究がなされていました。
しかし、酵素は熱や PHによってその活

性が変化しやすいため、実際に機能を発揮

させることは、簡単ではありません。ここ

でも、シルクフィブロイン溶液の結晶化を

利用します。フィブロイン溶液からシルク

パウダーが析出する際に酵素を添加すると、

フィブロインの結晶中に酵素が取り込まれ

固定化されます。図６はシルクフィブロイ

ンによる酵素の固定化のモデル図です。シ

ルクフィブロインのパウダーの中に取り込

まれていた酵素が水を加えて洗顔料として
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使うときに外に出て活性を発現します。

このように安定化した固定化酵素は、熱
などによって活性を失うことが少なく、化
粧品中に配合した場合でも、効果を発揮で
きます。図７は、高温多湿の状態での酵素
活性の残存率を測定したもので、横軸が経
日日数、縦軸が活性の残存率です。シルク
パウダーに固定化したものは、フリーの酵
素と比較するとかなり活性を失いにくいと
いうことがわかります。

８．おわりに
今回は、今まで化粧品に応用されてきた

シルクの素材についてご紹介させていただ
きましたが、昔から愛されていた素材に新
しい技術や考え方をプラスすることで、新
しい魅力が生まれてくることを改めて感じ
ることができます。　
これからの時代はもっと自然にやさしい

ものづくりが望まれていくことになるでし
ょう。
国産シルクをはじめとした、伝統のある、

自然の力から生まれた素材を、皆様に喜ん
でいただける商品作りに生かしてゆければ
と思います。
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海外情報

世界主要国において 06 年に家蚕繭が
935 千トン、生糸が 116 千トンが生産さ
れている。そのうちの約 80％にあたる家
蚕繭 740 千トン、生糸 93千トンは中国で
占められている。中国では、ここ 5～ 6年
の間に繭や生糸の生産量が 40～ 50％も増
加しているが、中でも広西壮族自治区の繭
生産量は ､ 最近 10 年間で 12 倍以上に激
増している。
当地では、この繭増産にあわせて蚕種製

造所や稚蚕飼育所、製糸工場等の増設や整
備、さらに養蚕技術の改良が進められてい
る。しかし、養蚕農家における飼育施設等
の整備や技術水準は十分とはいえず、生産
繭の品質は観察上ではあるが必ずしも優良
とは見られない状況にある。
一般に生糸の品質は、繰糸技術と繭質に

よって左右されるが、前者により改善でき
る範囲はおよそ 20％程度にすぎず、80％
以上は原料繭の良否によって決定されると
いわれている。
そこで、広西壮族自治区では、優良繭生

産に向けた養蚕技術の改善、特に農家現場

の指導に取り組んでいる。その一環として
当地の依頼により、去る 8年 9 月に 2 週
間と短期間ではあるが、南寧市、柳州市、
宣州市、南丹県、桂林市など養蚕の盛んな
地域において養蚕技術講演会を行った。そ
の折に一部であるが現地養蚕農家、蚕種製
造所、製糸工場等（写真 1）の状況を視察
してきたので、その概要を紹介する。

広西壮族自治区の蚕糸業の現況
桑園面積は、05 年の 9.4 万ヘクタール

から 06 年に 12.0 万ヘクタールに、さら
に 07 年には 13.5 万ヘクタールに拡大し、

財団法人群馬県蚕糸振興協会　　　
齋　藤　敏　弘

中国最大の繭生産基地” 広西壮族自治区” の養蚕事情

写真 1　宾阳县の養蚕農家 ( 蚕室 ) 視察
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ここ 2年間で 44％も増加している。また、
繭生産量も 05年度の 14.8 万トンに比し ､
07 年度は 20.5 万トンと 39％も増加し、

中国内生産量の約 25％を占める主要な養
蚕地に発展している。
このように当地において繭増産が進めら

れた背景には、シルク産業を振興する中国
の国策（東桑西移政策）があげられる。加
えて、急速な桑園の増加や繭増産を可能に
した大きな要因は、これまで畑作の大部分
を占めていたサトウキビ栽培から桑園を造
成して養蚕経営へ転換することにより 10
アール当たり収益が従前と比較して、約 2
倍に増加することから農家の経営意識が養
蚕業に向かったことにあるとみられる。そ
の養蚕で成功した模範的な何軒かの農家を
見学したが、立派な住居を新築し生活して
いた。
一方、生糸生産量は年間約 8千トンで、

国内生産量 93 千トンの約 9％と少ない。
この原因は繭生産が飛躍的に増加しても、
産繭を受け入れて処理する製糸側の体制が
整っていないことにある。
特に、現状の製糸工場数や規模では繰糸

能力が十分でないため、やむなく江蘇省や
浙江省等へ原料繭として販売されているの
ではないかと思われる。
そこで、当地では蚕糸製品の付加価値を

高めて養蚕農家への利益還元を増加するよ
うに良質な生糸の増産に努力している様子
が窺える。現在、当地の製糸業は民間経営
などいくつかの経営形態があるが、何れの
繰糸工場も増産と効率化を進めていて、中
には計画的に工場の新設や拡張工事に取り
掛かっているところもある。（写真 2）

桑園造成と蚕種製造
急成長する広西壮族自治区の養蚕で注目

写真 2　３期に分かれた製糸工場建設計画
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されるのが、基盤となる桑園造成や蚕種製
造である。桑苗は主に交雑実生品種である
が、これは現地の比較的高温な気候に適合
して成長が早く植え付け後の早期から増収
になる特徴がある。また、葉面積が比較的
大く、摘葉収穫する現状の採桑方式に適す
るが、葉肉が薄く萎れやすい欠点がある。
桑園は、畝幅 1ｍ程度と狭く、植え付け

株数は多く、やや密植で多収になるが、人
力主体の桑園管理と摘葉収穫のため、省力
化や能率化が図れないという問題点が指摘
される。（写真 3）
なお、この地域ではサトウキビからジャ

スミン栽培に転換した圃場も多く見られ、
近くの町にはジャスミン茶などの加工場も
あり製品製造も盛んである。
蚕品種は、蚕業研究所が育成した二化性

の両広二号が 80％飼育されている。ほか
に桂蚕一号と桂蚕二号が使われている。こ
れらは繭糸質の優れること、比較的高温に
推移する現地の気象条件に適合するよう虫
質強健で飼育が容易なことを念頭に育成さ
れた品種である。

蚕業研究所では、原蚕種を製造し蚕種製
造者に配布し、蚕種業者は交雑蚕種を製造
販売するが、農家が飼育する蚕種は、平付
けで 1枚あたり卵量 30,000 粒で掃き立て
られる。（写真 4）

養蚕技術と繭糸質
07 年度は、蚕種 560 万枚が掃き立てら

れているが、1 枚あたりの平均収繭量は
30kg で、繭層歩合は 18 ～ 23％、繭糸長
は 800 ～ 1,200mとのことである。1枚卵
量 30,000 粒であるから単繭重 1.8g とすれ
ば減蚕歩合は 45％と極めて悪く、単繭重
が 1.5g としても上繭歩合は 65％程度と作
柄はあまり芳しくないと推測される。
繭層歩合や繭糸長についても荷口格差が

大きく、地域や農家間の差異が大きいこと
が窺える。
蚕作安定には、まず蚕種が健全であるこ

とであるが、原蚕種製造所では微粒子病検
査はもちろんのこと、蚕に給与する桑葉の
洗浄消毒まで行って、微粒子病等の予防に
努めている。また、地域にもよるが稚蚕共

写真 3　密植された桑園 写真 4　製造された平付け蚕種
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同飼育は約 40～ 60％普及し、作柄安定に
努めている（写真 5）。しかし、配蚕後の
個別養蚕農家の飼育状況を見ると ､蚕室消
毒や蚕座への消石灰散布など蚕病防疫には
積極的に取り組んでいるが、蚕室はレンガ
に漆喰、モルタルの構造で窓が極端に少な
く、通風換気に問題が指摘される。また、
コンクリート床面に直接蚕座を設定する全
葉給与の平面飼育のため、病原の伝播感染
や座蒸れ等によると見られる膿病や細菌病

等が発生している農家もみられる。（写真6）
上蔟方法や蔟中保護でも繭質を劣化する

問題点が指摘される。まず外部汚染繭、蔟
着繭及び同功繭等が生じやすい竹蔟などを
使用していることが上げられる。また自然
上蔟の場合、竹蔟のほか一部区画蔟を導入
している農家でも、大方の熟蚕が吐糸営繭
を完了する頃まで蚕座上に蔟を放置してお
き解舒率の低下を助長するような上蔟法や
保護管理が行われている。（写真 7）
さらに、繭出荷の際に収繭時期が上蔟

後 5～ 6日目と早すぎるため、未化蛹蚕や
鼻つき繭による内部汚染繭の発生も多く見
られる。加えて、収繭したあと毛羽をとら
ずにそのまま布袋に入れて出荷しているた
め、選繭も殆ど行われないので死にごもり
繭など不良繭の混入が多く、全体の繭質を
低下させ、結果的に繰糸能率や生糸品質を
低下する要因になっていると考察される。

  広西壮族自治区の今後の課題
広西壮族自治区のほぼ中央にある柳州市

では 5県で養蚕が盛んに行われているが、
今後繭生産量を現状の 4.2 万トンから 7.2
万トンに増産する計画である。そのうち柳
城県では製糸工場 5カ所、蚕種製造所 1カ
所、繭乾燥場 46カ所のほか、絹布団、桑紙、
蚕糞葉緑素工場等があるが、桑園を現在の
78万ヘクタールから110万ヘクタールに、
13カ所で 40％を飼育している稚蚕共同飼
育の普及率を 100％にする計画である。
そのため、省、市政府、農業局及び県で

は高生産性、高品質繭生産技術の研究推進写真 6　５齢期の全葉・平面飼育
　　　　( 床面には作業用踏み石がある )

写真 5　稚蚕共同飼育所の飼育室
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に向けて 3カ年間の計画で事業助成を行っ
ている。
これらの計画目標の実現には、良質生糸

の効率的生産の基盤となる優良繭の増産が
不可欠である。そのため、特に個別農家に
技術改善の意識を高めさせ、新技術を導入、
実践することが重要課題と考えられるが、
農村・農業改善や農業者の観点からは省力
化や機械化などによる生産効率や労働条件

の改善の要望も強くなっている。
したがって、繭生産現場で解決を要する

当面の課題としては、桑収穫・給桑作業の
省力化や蚕作安定のための条桑育の普及、
繭質向上を図る上蔟管理の適正化、適期収
繭、選繭の励行等があげられる。これらが
達成された時に繭生産量と併せて、品質面
でも優良な広西壮族自治区のブランド生糸
として生産が定着すると期待される。

写真 7　区画蔟を利用した自然上蔟



25

トピックス

シルクレポート  2009.1 25

国内産地情報
絹織物産地の概況（11月）

米国経済破綻の影響から我が国絹業界も苦戦が続いている　

＜原糸＞
全世界に渡る金融不安の影響で、我が国の絹業界も不振を極め、機屋の生産調整的動向か

ら原糸の手当ては積極的な所も見られず、円高が進行中で為替の乱高下もあり、各産地とも
当用買いに徹している。

＜白生地＞
・丹後の縮緬生産は、前年比 84％で、無地 79％、紋生地 86％と共に不振であった。採算は
更に悪化し経済単位縮小も限界である。

・長浜の生産は、前年比 97％で集散地の染潰しが低調のままであるが、11 月 21 日より精
練賃の値上げで駆け込みによる生産増となった。

・五泉の生産反数は、荷動きの悪さから前年比 22.3% の減であった。
・福島は、和装、スカーフともに低調で、受注減少から在庫が増えている。
・福井は、一部工場の休機もあり受注減も加わって生産は減少、チェーン店の縮小で販売点
数も減少。

・岐阜は、織物生産は見込生産も含めた対応で、現状維持に努めている。
・群馬・埼玉は、売行きの低迷は続いており、減産は続行している。需要期に入っても一向
に上昇に転じず、減産を余儀なくされている。

＜先染織物＞
・西陣の帯は、外注機業の高齢化による自然減、市況の悪さにより意図的な減産で、生産高
は低下基調に歯止めがかからない。産地問屋の地方売出しで、そこそこの数字が上がった
ようだが在庫減らしの販売に応じた感がある。

・博多は、求評会後も荷動きの活発さは見受けられず紋、平地ともに減産している。
・十日町は、付下げ、振袖、留袖が上向きに伸びている。
・米沢は、呉服はシーズンものの袴や帯に若干の引合いがあるが総じて低調。
・山梨は、服地で一部でそれなりに好調を維持。ネクタイは多少の動きはあるが、生産高は
多いとは言えない。

・西陣のネクタイは、ようやく量販売店向けが動き出したが、例年より一か月遅れの稼働と
った。しかし、総体的には各社 50～ 70％の稼働といった状況である。

＊ ( 社 ) 日本生糸問屋協会月報 20.12.12 第 715 号による。



シルクレポート  2009.126

海外シルク情報
中国

本年 11月 3日現在における中国各産地での繭と生糸の現物価格の動向について

1、広西自治区
繭の現物価格は、引き続き低落傾向にあり、現在、生繭の農家からの買取価格は、11 元

/ kg(165 円 / kg) 前後となり、養蚕農家の生産意欲は低迷するところとなっている。主産地

の南部地区での乾繭価格は、約 36元 / kg(540 円 / kg) であり、北部地区での乾繭価格は 33

元 / kg(495 円 / kg) まで下落している。また、この時期、現物流通量は少なくなっており、

ただ自治区中央部の宣州地区では、少量ではあるものの、まだ繭の売買取引は行われている。

生糸価格は、工場からの報告によれば 3Ａ格で 145 元 / kg(2,175 円 / kg) で取引されて

いる。

2、広東省
現在の乾繭の現物価格は、33元 /kg（495 円 /kg）であり、秋蚕繭の収納 ( 農家から公司

を通じて製糸工場へ ) は、ほぼ終了しており、現物の流通量は少なくなっているものの、一

部の地区では少量の在庫を持っている。生糸価格は、145 元 /kg（2,175 円 /kg）前後で取

引されている。

3、重慶特別市
乾繭の現物在庫量の少なくなっている状況下において、その平均価格は 35 ～ 37 元 /

kg(540 ～ 555 円 /kg) で取引されている。多くの絹 ( 製糸 ) 工場は、依然として傍観態勢を

続けており、生糸の取引価格は 145 ～ 150 元 /kg（2,175 ～ 2,250 円 /kg）の範囲内にあり、

その成約量は極めて少ない。

4、四川省
省内の晩秋蚕繭の収納は、基本的に終了しつつあり、現在の乾繭の現物価格は 35 ～ 36

元 /kg（525 ～ 540 円 /kg）である。一方、生糸の現物価格は、148 元 /kg(2,220 円 /kg)

となっている。

5、浙江省
現在の乾繭の現物価格は、37 元 /kg(555 円 /kg) であり、欠点のない品質良好なものは

40元 /kg(600 円 /kg) 前後を維持している。

  生糸価格は、3Ａ格で工場出し値 150 元 /kg（2,250 円 /kg）で売買されている。

総じて、9月始めに比べて中国の繭・生糸国内市場が冷え込んでいる状況がうかがえる。
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中国生糸検査規則ついに改正を正式決定
中国では、一昨年来、生糸の検査規則改正の動きがあったが、本年 10 月 20 日付けで正

式に改正する通知があった。

本年 8月 6日付けをもって改定することとし、実施時期は、2009 年 6月 1日よりとする

旨の公文を全国関係部署に通知した。

中国輸出企業支援策として輸出増値税還付率引き上げ
中国通関統計によれば、最新中国シルク輸出状況 ( 本年 1～ 9月 ) は、生糸類と絹織物は

数量ベースで前年比 6～ 7％増、金額 ( ドル ) べース前年比約 1割増と順調であるが、金額

( ドル ) ベースで輸出全体の約 6割を占めるシルク 2次製品 ( 服装類が主体 ) が低調 ( 前年比

約 1割減 ) であるため、輸出全体として前年同期を若干下回るものとなり、今年に入ってか

らの為替事情 ( ドル安、人民元高 ) を考慮すれば、実質の輸出による収益は前年より約 2割

程減少しているといわれ、世界のシルク輸出国中国も曲がり角に差しかかっている状況下に

ある。

本年初頭以降、中国繊維産業では、経済成長に伴う人民元高、人件費の上昇、本年から施

行された新労働契約法の適用 ( 退職金の支払い義務、期間雇用契約 2回更新で終身雇用、社

会保険費の負担増 )、加えて最近の金融不安による対米向け輸出減少等々、輸出企業にとっ

てコスト増要因はめじろ押し状況下にある。この様な輸出産業の苦境に配慮して、中国政府

は最近 2度にわたって輸出増値税の還付率引き上げを実施している。

増値税とは、消費税の一種であり、国内販売額の 17％が課税されるもので、輸出に関し

ては当初、輸出促進のために輸出時に全額 (17％ ) 返還されていたが、その還付率は段階的

に低減されていたものである。2003 年当時、シルク類にもその低減が適用され、その分を

生糸輸出価格にコストオンされてその値上げが話題になったのは、記憶に新しいところです。

今回は、逆にその還付率を引き上げて輸出企業の採算向上を狙いとしている。

本年の 8月 1日以降、生糸類、絹織物、シルク 2次製品について 11％から 13％ (2 ポイ

ント ) 引き上げた後、再度、11 月 1日より絹紡糸、絹織物、シルク 2次製品について、さ

らに 1ポイント上げて 14％にする措置を公表している。中国輸出入組合の試算によれば、1

ポイントの上昇により輸出企業の採算は 4～ 5パーセント増加するといわれ、この援護策の

影響は大きいものと言われている。

ちなみに、現在、乾繭の還付率は 5％、生糸を含めた生糸類は 13％ ( 絹紡糸は 14％ ) と

なっている。このような短期間に 2回わたっての輸出企業の採算性向上支援策が今後どのよ

うに実を結ぶか注目されるところである。

   

＊ ( 社 ) 日本生糸問屋協会月報 20.11.17 第 714 号及び 20.12.12 第 715 号による。
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小学校に入る前、昭和の始まり頃のこ
とですが、祖母の使いで「きぐすりや（生
薬屋）」さんと呼んでいた薬局へ乾燥した
センブリやゲンノショウコなどを買いに行
ったものです。時にはドクダミや實母散の
時もありました。それを土瓶で煎じて飲ま
されたもので、私の子供の頃の薬といえば
そうした煎じ薬が普通でした。あの独特の
匂いも今はなつかしい思い出です。これか
ら紹介する桑の薬も似たような使い方です
が、その中で最も効果のある桑の「煎じ薬」
は桑の根っこから採取する「桑根白皮」と
『神農本草』は伝えています。前号に続き『喫
茶養生記』を中心に桑の薬効を紹介します。

６．中　風
手足が心に従わない病気で、治療に針や

灸をするのはよくありません。湯治も危険
です。治療には桑粥と桑煎湯を服用します。
髪や体を洗うときは、使う湯に桑を入れ
１，２桶で行水をし数日に一度入浴します。
湯加減は、汗が出ない程度のぬるま湯にし
ます。汗が出るような熱い湯にしますと食
欲が落ちたりよくないことが起こります。

この病気の治療には、養生を続けることが
大切です。
と、中風の治療には桑粥と桑茶を飲み、

ぬるい桑の湯にゆっくり入り気長に養生す
る事を勧めています。

７．不食病
この病気はよくは分かりません。巻の

上に「心臓に病あるときは、すべての味が
不調和になって食べると吐き、時にはあら
ゆる食べ物を受け付けなくなります」とあ
ることから心臓に関わる病気かもしれませ
ん。皮膚の色が悪くなり痩せ衰えます。「こ
の病気には体を温めたり入浴したりするの
は危険です。桑粥と桑煎を服用し続ければ
次第に効き目が現れ回復します。あせって
治そうとして灸や湯治の治療をすれば、病
気はますます悪くなり回復しません」と述
べ　やはり桑粥と桑茶の効用を説いていま
す。

８．瘡　病
この病気は癰〔よう、首などに出来るは

れもの〕、とか疔（面ちょう）のような悪

28

シルクの豆辞典（19）
桑　の　薬　効　（２）

―　桑　根　白　皮　―

シルク豆辞典

信州大学
名誉教授　嶋崎　昭典
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質のはれものではないです。灸では治りま
せん。牛膝（いのこづち）の根を突き砕い
てその汁を腫れたところに塗り乾けばまた
塗るのがいいです。そうすると、悪いとこ
だけが一層はれ、そこから膿みが出て治り
ます。このときも桑粥と桑茶を服用するの
がいいです。

９．脚気病
中世では脚の病をすべて脚気と言ってい

たようで、いまのビタミンＢ１の欠乏病と
は違うようです。「この病は夕食の食べす
ぎの病気で、朝は食べてもいいが午後は食
を控えることです。これにも桑粥、桑茶を
服用します。お茶の併用はなおいいです」
といって、桑の薬効をあげています。

10．桑粥の作り方、食べ方
『養生記』巻の下は、以上に述べた 5種
類の疫病のすべてに効く桑粥の作り方を次
のように説明しています。
材料は一握りの黒豆と切り口 1寸、長さ

３寸〔小指ほどの大きさ〕の桑枝。この小
枝を細かに裂いて、豆と一緒に３升の水に
入れて煮ます。十分煮たら桑枝を除いて、
米を一握り加え、浮き粥になるよう煮ます。
煮る時期ですが、夏は真夜中から、冬は午
前２時から煮始め夜明けに煮終わるように
します。長い時間かけ煮た桑粥はいいです
が、急いで煮上げたのは薬になりません。
服する時は，塩を添えず少しづつ小分け

に食べ、その後お菜を食べます。これを毎
日続けます。怠ってはいけません。桑の小

枝はその年の新枝をつかいます。無いとき
は古い枝でもいいです。続けていくとだん
だんと効果が現れてきます。堅粥はだめで
す。
と述べたあと、「何事も信心の心掛けが

大事です」と付け添えております。

11．桑煎の法
新しい桑枝を切り双六の賽のように小さ

く切って火にあぶります。木の角が焦げる
ほどにしたあと割って、それを３升から５
升ほど袋にためておきます。煎ずるときは、
水１升にその桑の木半合を入れてよく煎じ
た湯を服用します。桑木は生木のまま煎じ
てもいいです。桑煎茶は脚のむくみ、脚気
（脚の気）、できもの、中風などの病気すべ
てによく効きます。

12．桑根白皮
『神農本草』には桑根白皮（桑の根、少
し黄味ぽい茶色の皮を薄く剥いだあとの白
っぽい薄い皮）が薬種として記されている
とのことです。また「凡そ使うには、十年
以上の桑木の東畦に向かった嫩根（どんこ
ん、若い根）を採り、銅刀で青黄っぽい茶
色の薄皮一重を削り裏の白皮を取り、乾か
して用いる。皮中の涎

せん

を去ってはならぬ。
薬効は倶

とも

にその中にある」
と記されています。桑の薬効成分の多

くがその白皮に含まれており、『本朝食鑑』
には、桑根酒（桑酒）の造りかたとして、
「桑樹及び根皮を用いた濃き煎じ汁に米
麹を入れて醸造する。古酒を造る法に同じ」
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とあり、桑酒は薬酒で特に中風、五体の
麻痺、脚気，咳に効くとあります。また、『言
継卿記』の天文 22年（1553）４月５日の
日記には
「申の刻ばかり、中御門より呼ばせられ
る間、罷り向かう。鯉の膾

なます

に桑酒あり。こ
とのほか沈酔す」
とあり、上流社会の人たちは、普段でも

桑酒を嗜
たしな

んでいたようです。
昭和になると、血圧降下を目的にした桑

根酒製造法（特許 128115 号、1938 年）
や桑根皮部より血圧降下剤の製造法（特許
140872 号、1940 年）に始まり桑根白皮
の化学成分の分析が行われその実態が明ら
かにされつつあります。二千年以上の昔、
そうしたことを突き止めていた古代人の知
恵には驚きと共に深い敬意を表する次第で
す（図）。

図　李時珍「本草綱目」を著す
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イベント情報
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絹にはこんなにいろいろな使い道があります。
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登録コーディネーター一覧
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧　　　　　　　　　平成 20 年 12 月 15 日現在

登録番号 氏　　名 所属・役職名
１９－００１ 島 田    俊 弘 中央蚕糸協会顧問
１９－００２ 西　      文 秀 ( 社 ) 日本絹業協会専務理事
１９－００３ 中 尾　 敏 明 ( 社 ) 日本生糸問屋協会専務理事
１９－００４ 道 鎮　 孝 雄 ( 社 ) 日本絹業協会事業部長
１９－００５ 筧　　    文 平 全国農業協同組合連合会副審査役
１９－００６ 清 水　 重 人（財）大日本蚕糸会蚕糸科学研究所上席研究員
１９－００７ 田 中　 幸 夫（財）大日本蚕糸会蚕業技術研究所上席研究員
１９－００８ 代 田　 丈 志（財）大日本蚕糸会蚕業技術研究所上席研究員
１９－０１０ 遠 田　 寿 之 松岡株式会社監査役
１９－０１１ 渋 谷　 健 治 松岡株式会社シルク事業部課長
１９－０１２ 佐 藤　 信 行 松岡株式会社常務取締役
１９－０１３ 小 板 橋　 広   行 碓氷製糸農業協同組合参事
１９－０１４ 今 村　 幸 文 碓氷製糸農業協同組合製造部長
１９－０１５ 萩 原　 和 憲 碓氷製糸農業協同組合総務主任
１９－０１６ 宮 坂　 照 彦 株式会社宮坂製糸所代表取締役
１９－０１７ 高 橋　 耕 一 株式会社宮坂製糸所専務取締役
１９－０１８ 服 部　 芳 和 有限会社織道楽塩野屋代表
１９－０１９ 木   下 　 幸 太 郎 株式会社マルシバ代表取締役社長
１９－０２１ 門 倉　 重 行 門倉メリヤス株式会社代表取締役
１９－０２２ 川 瀬　 久 弥 樋口株式会社工場長
１９－０２３ 福 永　 吉 穂 江一株式会社原糸事業部長
２０－００１ 笹 口　 晴 美 有限会社ミラノリブ代表取締役
２０－００２ 薦 田　 智 昌 ロード・ニジュウイチ株式会社代表取締役
２０－００３ 西 澤　 厚 男 中央蚕糸協会専務理事
２０－００４ 佐 藤　 幸 香「香染」工房主宰
２０－００５ 土 井　 芳 文 絹小沢株式会社業務推進役
２０－００６ 石 田　 克 己 二十一世紀の絹を考える会世話人代表
２０－００７ 深 田　 祥 二 株式会社深田商店専務取締役
２０－００８ 兵 頭　 眞 通 愛媛蚕種株式会社代表取締役
２０－００９ 草 間　 健 一 株式会社草間商会代表取締役
２０－０１０ 前    田　 　進 　　 有限会社スリーエスプランニング代表取締役
２０－０１１ 星 野　 伸 男 新増澤工業株式会社代表取締役
２０－０１２ 昆 野　 和 夫 前いわい東農業協同組合養蚕農家指導担当
２０－０１３ 阿 部　  末 男 岩手県養蚕活性化推進協議会代表
２０－０１４ 俵　  　   武 司 株式会社千總副部長
２０－０１５ 原 田　 尹 文 有限会社ハラダ代表取締役
２０－０１６ 西 尾　 仁 志 有限会社西尾呉服店代表取締役
２０－０１７ 山 根　 敏 男 松村株式会社繊維原料部部門長
２０－０１８ 都   木　 裕 一 郎 ニッケン通商株式会社生糸販売担当責任者
２０－０１９ 伊 藤　 公 一 株式会社伊と幸代表取締役社長
２０－０２０ 北 　川　　 幸  株式会社伊と幸取締役社長室長
２０－０２１ 本 橋　 伸 夫 株式会社伊と幸取締役営業本部長
２０－０２２ 宮　      忠 光 株式会社伊と幸取締役副部長
２０－０２４ 野 中　 康 雄 株式会社伊と幸和装部次長
２０－０２５ 亀 井　 修 一 株式会社伊と幸営業部
２０－０２６ 宮   沢　 巳 起 代 有限会社塩野屋東京事務所スタッフ
２０－０２７ 東　　    宣 江 群馬県蚕糸館主宰

（注）標記名簿は公表を了承された方のみ掲載しております。
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蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧　　　　　　　　　平成 20 年 12 月 15 日現在

登録番号 氏　　名 所属・役職名
２０－０２８ 松 澤    清 典 松澤製糸所
２０－０２９ 渡 邊　 英 夫 ネオシルク株式会社足利支店営業部長
２０－０３０ 金 井　 史 郎 東北撚糸株式会社代表取締役社長
２０－０３１ 中   谷　 比 佐 子 株式会社秋櫻舎代表取締役社長
２０－０３２ 北　丸　　  豊 豊栄繊維株式会社代表取締役社長
２０－０３３ 松 本　 信 孝 有限会社ハック代表取締役
２０－０３５ 片 山　 政 明 山形県養蚕産地推進員
２０－０３７ 角   谷　 美 和 子 ハクビ京都きもの学院学院長
２０－０３８ 原 田　 晶 三 アンファンテリブル代表
２０－０３９ 福　 田　　  隆 株式会社龍工房代表取締役
２０－０４０ 清 水　 武 彦 有限会社シンセイ（信州繭ブランド織物振興会会長）
２０－０４１ 梅 田　 幸 平 有限会社幸和代表取締役
２０－０４２ 大 嶋　 啓 子 株式会社 AWA－ S取締役
２０－０４４ 小 此 木　 エ ツ 子 多摩シルクライフ２１研究会代表
２０－０４５ 境　       京 子 多摩シルクライフ２１研究会
２０－０４６ 藤 井　 浩 一 藤井絞株式会社取締役部長
２０－０４７ 松   井　 慎 一 郎 加賀グンゼ株式会社代表取締役
２０－０４８ 大　野　　  章 勝山織物株式会社
２０－０４９ 勝 山　 健 史 勝山織物株式会社専務取締役
２０－０５０ 福 地　 圭 一 丸八生糸株式会社
２０－０５１ 舞 鶴　 一 雄 株式会社西陣まいづる代表取締役社長
２０－０５２ 旭　      利 彦 ロード・ニジュウイチ株式会社
２０－０５３ 内 藤　 吉 雄 艶金染工株式会社ＦＰ事業部（織物自販部）
２０－０５４ 前 田　 勝 臣 株式会社日本クリエイティブセンター代表取締役
２０－０５５ 堀 内　 新 也 農業、地域（繭）マイスター
２０－０５６ 林　      太 一 昭和撚糸工業株式会社
２０－０５７ 中　野　 　豊 長崎絹業探究所製作担当
２０－０５８ 永 岩　 則 子 長崎絹業探究所所長
２０－０５９ 宇 野　 浩 嗣 京丹後市商工観光部丹後の魅力綜合振興課主任
２０－０６０ 中 尾　 浩 祥 株式会社丸万中尾取締役
２０－０６１ 小 口　 和 興 株式会社帛撰代表取締役
２０－０６２ 吉   川 　 幸 四 郎 有限会社吉川商事代表取締役
２０－０６３ 大 竹　 史 朗 有限会社大竹商店代表取締役
２０－０６４ 加 藤　 洋 次 株式会社加藤技術士事務所所長
２０－０６５ 田 中　 裕 司 株式会社布四季庵ヨネオリ代表取締役
２０－０６６ 黒 田　 秀 樹 株式会社伊と幸和装部次長
２０－０６７ 秋 山　 眞 和 綾の手紬染織工房主宰
２０－０６８ 山 口　 治 之 丹波生糸株式会社代表取締役
２０－０６９ 藤   井   美 登 利 川越むかし工房代表　
２０－０７０ 藪 内　 猛 之 株式会社ヤブウチ代表取締役
２０－０７１ 竹 下　 和 利 有限会社寿光織本舗取締役社長
２０－０７２ 中 島　 洋 一 玉川大学講師
２０－０７３ 渡 辺     健 次 渡文株式会社代表取締役専務
２０－０７４ 佐 々 木    祥    一 株式会社川島織物セルコン
２０－０７５ 高 橋     弘 直 大門屋店主
２０－０７６ 田 中　　　 隆 田中蚕種株式会社代表取締役
２０－０７７ 堂 本　　　 正 田中蚕種株式会社営業部長
２０－０７８ 藪 垣　 茂 仁 田中蚕種株式会社仕入担当
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蚕糸関係博物館一覧
名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話

蚕糸・織物関連の展示を目的としている施設
ひころの里「シルク館」 986-0782 宮城県本吉郡南三陸町入谷字桜沢 442 0226-46-4310
米沢織物歴史資料館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 87 0238-23-1325
かわまたおりもの展示館 960-1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東 13 －１ 024-565-4889
群馬県立日本絹の里 370-3511 群馬県高崎市金古町 888 番地の 1 027-360-6300
前橋市蚕糸記念館 371-0036 群馬県前橋市敷島町 262 番地（敷島公園バラ園内） 027-231-9875
織物参考館 “紫”（ゆかり） 376-0034 群馬県桐生市東 4丁目 2番 24 号 0277-45-3111
片倉シルク記念館 360-0815 埼玉県熊谷市本石 2丁目 135 番地 048-522-4316
きもの芸術館（（財）日本きもの文化協会） 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-6-8 清水学園ビル 6F ～ 8F 03-3400-0286
東京農工大学科学博物館 184-8588 東京都小金井市中町 2-24-16 042-388-7163
文化学園服飾博物館 151-8529 東京都渋谷区代々木 3-22-7 03-3299-2387
絹の道資料館 192-0375 東京都八王子市鑓水 989-2 0426-76-4064
シルク博物館 231-0023 神奈川県横浜市中区山下町１番地シルクセンター内 045-641-0841
絹糸紡績資料館 386-0498 長野県上田市上丸子 1078 シナノケンシ（株）内 0268-41-1800
岡谷蚕糸博物館 394-0028 長野県岡谷市本町 4丁目 1番 39 号 0266-22-5854
浦野染織資料博物館 393-0066 長野県諏訪郡下諏訪町曙町 5350 0266-27-8503
常田館（絹の資料館） 386-0018 長野県上田市常田 1-10-3 笠原工業（株）内 0268-22-1230
駒ヶ根シルクミュージアム 399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 0265-82-8381
キナーレきもの歴史館 948-0003 新潟県十日町市本町 6十日町ステージ越後妻有交流館内 0257-52-0117
まゆの資料館 410-3612 静岡県賀茂郡松崎町宮内 263-2 0558-42-3912
川島織物セルコン、織物文化館 601-1123 京都府京都市左京区静市市原町 265 075-741-4120
西陣織会館 602-8216 京都府京都市上京区堀川通り今出川南入 075-451-9231
織成館 602-8482 京都府京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 693 番地 075-431-0020
グンゼ博物苑 623-0011 京都府綾部市青野町　グンゼ（株）周辺敷地内 0773-43-1050
上垣守国養蚕記念館 667-0311 兵庫県養父市大屋町大家市場 117 0796-69-1580
西予市野村シルク博物館 797-1212 愛媛県西予市野村町野村 8号 177 番地１ 0894-72-3710
蚕糸資料館 781-1301 高知県高岡郡越知町甲 1577 番地 0889-26-1002
展示の一部に蚕糸・織物関連がある施設
三重中央農協郷土資料館 515-2504 三重県津市一志町高野 1204-1 059-293-0010
佐野市郷土博物館 327-0003 栃木県佐野市大橋町 2047 0283-22-5111
大間々町歴史民族館 376-0101 群馬県みどり市大間々町大間々 1030 0277-73-4123
羽村市郷土博物館 205-0012 東京都羽村市羽 741 042-558-2561
豊富郷土資料館 400-1513 山梨県中央市大鳥居 1619-1 055-269-3399
日本司法博物館（松本歴史の里） 390-0852 長野県松本市島立小柴 2196-1 0263-47-4515
長野県立歴史館 387-0007 長野県千曲市大字屋代字清水、科野の里歴史公園内 026-274-2000
須坂市立博物館 382-0028 長野県須坂市臥竜 2丁目 4番 1号臥竜公園内 026-245-0407
上田市丸子郷土博物館 386-0413 長野県上田市東内 2564-1 0268-42-2158
海野宿歴史民俗資料館 389-0518 長野県東御市本海野 1098 0268-64-1000
十日町市博物館 948-0072 新潟県十日町市西本町 1 0257-57-5531
美濃加茂市民ミュージアム 505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3299-1 0574-28-1110
その他関連施設
原始布・古代織参考館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 16 0238-22-8141
夕鶴の里資料館 992-0474 山形県南陽市漆山 2025-2 0238-47-5800
松ヶ丘開墾記念館 997-0152 山形県鶴岡市羽黒町松ヶ丘 29 0235-62-3985
結城紬関連施設（結城市伝統工芸館） 307-0001 茨城県結城市大字結城 3018-1 0296-32-7949
たくみの里木織の家「橡」（つるばみ） 379-1418 群馬県利根郡みなかみ町須川 784 0278-64-1308
調布市郷土博物館 182-0026 東京都調布市小島町 3-26-2 0424-81-7656
相模田名民家資料館 229-1124 神奈川県相模原市田名 4853 番 2（大杉公園隣り） 042-761-7118
安曇野市天蚕センター 399-8301 長野県安曇野市穂高有明 3618-4 0263-83-3835
上田市立博物館 386-0026 長野県上田市二の丸 3番 3号（上田城跡公園内） 0268-22-1274
塩沢つむぎ記念館（織の文化館） 949-6408 新潟県南魚沼市塩沢 1227-1 0257-82-4888
手織りの館 947-0028 新潟県小千谷市城内 1-8-25 0258-83-4800
白山工房（織りの資料館） 920-2501 石川県白山市白峰村ヌ 17 076-259-2859
手おりの里、金剛苑 529-1204 滋賀県愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131
織元田勇（田勇機業株式会社） 629-3104 京都府京丹後市網野町浅茂川 112 0772-72-0307
まゆ村 616-8384 京都府京都市右京区嵯峨天龍寺造路町 075-882-0564
シルク染め織り館 699-5216 島根県鹿足郡津和野町池村 1997-4 0856-74-0784
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�
� ������������������
� � ����������������������������������������������������
������ ����������������
� � 10 ���� 1 ���������������10 ���� 1 ���������� 3,400

�������2 �� 6 ��������������16 ��������� 2�
3 ���������� 2,901 ������������24 ���������
����28 �������������� 3,400 ��������������
�������29 ���� 4 ������ 3,001 ��������������

�  11 ���� 4 �������������������11 ���������� 3,199
��1 ���������� 2,990 ���������������������
���25 �������������� 3,199 ���������������
�������������������������� 26 ���� 5 ����
�� 3,141 ��������������

�
���������� ������������������������������������������� � � � � � � � � � � � ��������������

�������
�� �� �� ��� �� ��� ��
10 �� 3,400 3,400 �1� 3,400 �1� 3,400
11 �� 3,400 3,400 �1� 3,199 �16� 3,199
12 �� 3,400 3,400 �1� 3,098 �16� 3,098
1 �� 3,400 3,400 �1� 2,990 �16� 2,990
2 �� 3,261 3,261 �1� 2,901 �16� 3,001
3 �� 3,261 3,261 �1� 2,901 �16� 3,001

10 ��

4 �� 3,001 3,001 �29� 3,001 �29� 3,001

�� �� �� ��� �� ��� ��
11 �� 3,199 3,199 �4� 3,199 �4� 3,199
12 �� 3,098 3,098 �4� 3,098 �4� 3,098
1 �� 2,990 2,990 �4� 2,990 �4� 2,990
2 �� 3,001 3,001 �4� 3,001 �4� 3,001
3 �� 3,001 3,001 �4� 3,001 �4� 3,001
4 �� 3,001 3,141 �25� 3,001 �4� 3,141

11 ��

5 �� 3,141 3,141 �26� 3,141 �26� 3,141
�
������������������ ����������������������������������������������

������� ��
����� ����

10 �� 263 12
11 �� 215 12

�
������� ���������

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ��������� ��
��� ���� �

10 �� 0 0 0
11 �� 0 0 0

�
�� ��������� ���������������������������

������� ��������������
����� Tokyo Exchange Market 

�� High �� Low �� Average 
�� 20 � 10 � 3,400 3,200 3,382
�� 20 � 11 � 3,200 3,130 3,192

� � ��������������� ������������������������������������������
�
�
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区分

2005 2006
対前年比
2006/05

2005 2006
対前年比
2006/05

2005 2006
対前年比
2006/05

山 西 Shanxi 0.82 1.10 135 3,913 5,602 143        196 175 89         

上 海 Shanghai 0.03 - - 408            - - - - -

江 蘇 Jiangsu 9.08 8.98 99 100,539 117,800 117        18,580 20,186 109        

浙 江 Zhejiang 7.04 7.40 105 74,838 85,122 114        20,530 19,051 93         

安 徽 Anhui 4.67 5.47 117 33,900 37,596 111        3,890 4,038 104        

江 西 Jiangxi 1.63 1.90 116 10,577 12,110 114        1,650 1,676 102        

山 東 Shandong 5.00 5.00 100 36,845 39,700 108        6,800 6,253 92         

河 南 Henan 2.20 2.73 124 8,600 13,390 156        300 318 106        

湖 北 Hubei 2.53 2.79 110 13,583 15,706 116        650 536 83         

湖 南 Hunan 0.61 0.69 112 3,663 4,100 112        45 50 111        

広 東 Guangdong 2.53 5.33 211 34,300 68,750 200        1,100 1,138 103        

広 西 Guangxi 9.40 12.00 128 148,460 185,000 125        6,600 8,020 122        

重 慶 Chongqing 7.93 7.93 100 31,000 23,828 77         6,500 6,490 100        

四 川 Sichuan 10.67 10.67 100 77,500 77,800 100        17,510 21,914 125        

貴 州 Guizhou 0.58 0.63 108 1,199 1,254 105        - - -

雲 南 Yunnan 5.27 6.25 119 20,095 31,477 157        1,550 1,335 86         

陝 西 Shaanxi 4.80 5.00 104 20,272 18,498 91         1,775 1,657 93         

甘 粛 Gansu 0.62 0.65 104 537 613 114        - - -

寧 夏 Ningxia 0.28 0.33 120 413 475 115        30 59 197        

新 彊 Xinjiang 0.50 0.73 145 819 895 109        55 - -

内 蒙 古 Inner Mong - - - - - - - 208 -

合 計 Total 76.20 85.57 112 621,461 739,715 119        87,761 93,105 106        

2005 2006
前年比
2006/05

702 710 101

資料：中国絲綢協会資料による

注　：合計はラウンドの関係で一致していない。

Source: China Silk Association

Note: Total may not add up due to round off.

製糸工場数（件）
Number of Filatures

（３）中国省別桑園面積・家蚕繭生産量・生糸生産量・製糸工場数
Mulberry Farm Area, Domesticated Cocoon Production,Raw Silk Production,

桑園面積
Mulberry Farm Area

（10,000ha、％)

家蚕繭生産量
Domesticated Cocoon Production

(トン、％）(MT, %)
省
Province

生糸生産量
Raw silk Production

(トン、％）(MT, %)
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（５）中国のシルク類の輸出状況
Silk Exports of China

（２００７年１月～１２月）

相手国 Country

生糸（柞蚕糸、野蚕生糸を含む）
Raw Silk (tussah silk and wild raw silk included)

数量 Quantity
（Kg)

金額 Amount
（百万USドル）
(USD1,000,000)

2007年実績 07/06（%） 2007年実績 07/06（%）

1 インド India 8,761,294 257.50 207.499 219.07

2 イタリア Italy 984,361 85.90 26.280 76.46

3 韓国 South Korea 904,656 143.26 24.108 122.35

4 日本 Japan 776,997 123.68 21.534 96.31

5 ルーマニア Romania 489,511 ー 12.194 ー

6 ベトナム Vietnam 482,640 155.90 11.992 115.11

7 パキスタン Pakistan 262,751 141.70 6.231 122.95

8 バングラデッシュ Bangladesh 232,782 342.63 5.454 297.22

9 アラブ首長国連邦 United Arab Emirates 227,815 546.76 5.523 459.87

10 タイ Thailand 77,551 396.86 2.064 373.24

11 その他 Others 552,798 197.73 14.239 174.45

合計 Total 13,753,156 204.91 337.118 169.93

相手国 Country

絹糸 Spun Silk Yarn

数量 Quantity
（Kg)

金額 Amount
（百万USドル）
(USD1,000,000)

2007年実績 07/06（%） 2007年実績 07/06（%）

1 イタリア Italy 689,599 80.35 20.953 75.19

2 ドイツ Germany 502,424 109.64 17.232 105.11

3 インド India 477,188 109.61 12.711 89.75

4 日本 Japan 446,723 58.08 13.973 48.77

5 パキスタン Pakistan 370,953 114.06 10.268 101.93

6 タイ Thailand 121,009 91.61 3.557 83.28

7 韓国 South Korea 116,707 200.41 3.745 194.04

8 トルコ Turkey 42,935 133.41 1.729 143.72

9 インドネシア Indonesia 35,227 136.63 0.904 110.78

10 ブラジル Brasil 28,062 ー 0.863 ー

11 その他 Others 147,452 151.91 5.025 147.71

合計 Total 2,978,279 93.32 90.960 83.62

相手国 Country

絹織物 Silk Fabrics（＞85％Silk)

数量 Quantity
（メートル）(meter)

金額 Amount
（百万USドル）
(USD1,000,000)

2007年実績 07/06（%） 2007年実績 07/06（%）

1 インド India 73,950,336 136.02 172.531 124.92

2 イタリア Italy 30,886,756 110.71 105.778 105.53

3 香港 Hong Kong 26,520,128 115.26 114.749 118.97

4 パキスタン Pakistan 20,306,364 75.91 41.563 77.57

5 韓国 South Korea 19,590,513 85.01 73.636 86.47

6 日本 Japan 12,961,633 88.53 33.084 83.48

7 アメリカ United States 8,833,028 89.97 51.711 93.50

8 シンガポール Singapore 7,608,011 53.18 15.869 38.34

9 アラブ首長国連邦 United Arab Emirates 5,370,503 104.27 16.772 99.96

10 フランス France 4,562,695 103.47 17.175 109.10

11 その他 Others 24,301,715 88.31 86.515 90.14

合計 Total 234,891,682 101.72 729.383 98.79

資料：中国税関
Source: Customs General Administration in China
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